
  

 

                                          

校長 平國 弘明  

今年も残すところ２週間余りとなった。皆さんにとって２０２４年，令和６年はどんな年だった

でしょうか。オリンピックなどにおけるアスリートの活躍や被爆者団体のノーベル平和賞受賞な

ど明るい話題があった一方，国際紛争や世情不安，政変など不安定な様相を呈しています。グ

ルーバル化する世の中にあっては，他国の不安定要素が，物価高など我々の生活にも暗い影を

落とす。様々な学びが事態の正確な把握や今後の予測，そしてそ

れらへの対応力に繋がっていく。時代に翻弄され事がなきように

したいものです。 

さて，時代が大きく動き，混迷した明治初期にベストセラーとな

った本があります。「天は人の上に人を造（つく）らず人の下に人

を造らずと言えり」という書き出しで始まります。読んだことがあ

るでしょうか。福沢諭吉が明治５年４月から同９年１１月にかけて

記した１７編から成る「学問のすすめ」です。 

福沢は冒頭の一文において，「人間には上下がなく，みんな平等  

につくられている」と言い，しかし，そのすぐあとに，「されども今， 

広くこの人間世界を見渡すに，かしこき人あり，おろかなる人あり，貧しきもあり，富めるもあ

り，貴人（きじん）もあり，下人（げにん）もありて，その有様（ありさま）雲と泥との相違あるに似

たるはなんぞや」と言っている。なぜ，このように大きな格差があるのか？福沢は続けて，「『実

語教』に，人学ばざれば智（ち）なし，智なき者は愚人（ぐじん）なりとあり。されば賢人（けんじ

ん）と愚人との別は学ぶと学ばざるとによりてできるものなり」と言っています。つまり，賢き人

とそうでない人との差は，学ぶか学ばないかによって生まれるものだということなのです。 

ちなみに，「実語教」とは，平安時代の終わり頃にできたとされるもので，鎌倉時代から明治

にかけて，子どもたちの教育に使われ，江戸時代は寺子屋で教科書となりました。なぜ，『実語

教』がそれほど大切にされていたかというと，この中に人間が生きていく上で欠かせない大切

な知恵や教えが詰まっていたからです。学ぶことの大切さ，両親・先生・目上の人への礼儀，兄

弟・友人・後輩との付き合い方などについて，わかりやすく書いてありました。これを読んでおけ

ば，自然と立派な大人になれるようになっていたのです。 

話を「学問のすすめ」に戻しましょう。この本が出された頃の日本は，武家社会が終わりを告

げ，西洋の先進諸国の脅威にさらされつつ，そこに追いつくために必死でした。「学問のすすめ」

は，日本が近代化を進める必要性を説き，国民の気持ちを鼓舞しました。内容が若干，実学の

有用性のみを主張している部分は気になるところですが，それでも学ぶことにより，物の見方

や生き方，人間性を含めた，己の価値を高めていくことができることを説いている点において，

素晴らしい本と言えます。 

さあ，もうすぐ冬休みに入りますが，２学期の復習を中心に， 

学力や自分自身を向上させるために，目標と計画を立て，学習に励みま

しょう。それから，学習にしっかり取り組むために，生活のリズムを崩さ

ず，体調管理をしっかりと行ってください。必要に応じ，病院を受診し，検

査や治療を済ませましょう。それでは，よい冬休みを過ごしてください。  

参考文献 「学問のすすめ 福沢諭吉著」「子どもと声に出して読みたい実語教 齋藤孝著」   

                                    

        

学校だより 12月号              

令和６年 12月 23日（月）                         
『誇・光・力』  
   錦江中！ 

学ぶか学ばないかで違いが生まれる 

「学問のすすめ」初版本  

福沢諭吉記念館蔵  



日 曜 行　事　等

1 水 元日

2 木

3 金 町成人式

4 土 週休日

5 日 週休日 町出初め式

6 月 仕事始め　　　　 下校バス12：15のみ

7 火 下校バス12：15のみ

8 水
始業式 大掃除 

　　　　　　 下校バス11：30 16：30

9 木 第４回実力テスト(３年)

10 金 スクールカウンセラー来校

11 土
第２土曜日　宿利原校区駅伝

　　　　　　下校バス12：05　16：40

12 日 週休日

13 月 🎌成人の日

14 火 全校朝会

15 水
鹿児島学力・学習状況調査 ６限カット

　　　　　　　下校バス 15：15のみ

16 木
鹿児島学力・学習状況調査 ６限カット

　　　　　下校バス 15：15　17：30

17 金

18 土

19 日 週休日　家庭の日

20 月 職員研修　　　 下校バス15:35 17:30

21 火 学年集会

22 水 学校給食週間(～28日)

23 木 第４回学校運営協議会

24 金 新入生入学説明会

25 土 週休日

26 日 週休日

27 月 生徒会専門部会

28 火 生徒集会

29 水

30 木

31 金

＜バスの基本時間＞

月･火･木曜日･･･下校バス16:35 17:30

水曜日･･････下校バス16:00のみ

金曜日･･････下校バス16:00 17:30

土曜日(通常)･･･下校バス12:10のみ

土曜授業日･････下校バス12:05 16:40　

日曜 祝日 第３土曜日・・・バス運休

12月28日～１月５日・・・・バス運休

 

  

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

励ましの秒の笑顔が背中押す  
12 月 14 日 (土 )に行われた校内長距離走

大会が開催され，少し風の強い小春日和の

中，多くの保護者の温かい声援を追い風に

して疾走しました。  

10 月に３年生が清掃活動を行った農道

を，保健体育部の保護者の皆様に誘導係と

して協力をいただきながら，女子３㎞，男

子４㎞を疾走しました。皆様の励ましもあ

って，全員完走しました。  

生徒の皆さんには，しんどいながらもみ

んなで走りきった満足感や充足感が表情

に出ていました。  

 

 

 

 

 

 

 門松を立てる気持ちの温かさ 

12 月 15 日(日)，今年もＰＴＡ執行部

の皆さんと協力して門松を正門に飾りま

した。「松飾り，飾り松」とも言われる

門松は，豊作や幸せをもたらす年神様が

迷うことなく家にいらっしゃるようにと

いう目印として飾ります。竹の切り口が

笑った顔に見えるようにちょうどいい角

度で切るなど縁起を担ぎます。  

今年も生徒の皆さんや  

ご家族に幸運が運ばれ  

ますようお祈りします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＣ来校のお知らせ 
スクールカウンセラー平岡大介先生が

１月は 10 日(金)午前に来校されます。生
徒はもちろん，保護者の方も相談できま
す。中学校教頭までお知らせください。  

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育学級のお知らせ  
１月 17 日(金)17： 00 から，第８回家

庭教育学級が開催されます。今回は霧島
市の上野原にある県立埋蔵文化財センタ
ーの平美典先生をお招きして「遺跡から
馳せる鹿児島の暮らし」という演題でご
講演いただきます。今年度最後の家庭教
育学級です。皆様のご参加をお待ちして
います。  

 

 

 

 

 

 

 


